
令和６年度 岩手県消防学校教育訓練計画 

１ 令和６年度岩手県消防学校教育訓練の基本方針 ╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍  １頁 

２ 教育訓練体系 ╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍ ３頁 

３ 令和６年度岩手県消防学校教育訓練日程 ╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍    ４頁 

４ 令和６年度岩手県消防学校教育訓練 入校対象者・入校経費 ╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍   ５頁 

５  各教育訓練の実施要領 

(1) 消防職員教育

第 70 期消防職員初任教育実施要領  ╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍--╍╍╍╍╍  ６頁 

令和６年度消防職員幹部教育初・中級幹部科実施要領 ╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍   ７頁 

令和６年度消防職員幹部教育上級幹部科実施要領 ╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍   ８頁 

令和６年度消防職員専科教育予防総合科実施要領 ╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍   ９頁 

令和６年度消防職員専科教育火災調査科実施要領 ╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍  10 頁 

令和 6年度消防職員専科教育救急科実施要領 ╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍  11 頁 

令和６年度消防職員専科教育救助科実施要領 ╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍  12 頁 

(2) 消防団員教育

令和６年度消防団員幹部教育初級幹部科実施要領 ╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍  13 頁 

第８期消防団員幹部教育指揮幹部科現場指揮課程実施要領 ╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍  14 頁 

第８期消防団員幹部教育指揮幹部科分団指揮課程実施要領 ╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍   15 頁 

令和６年度消防団員専科教育警防・機関科実施要領 ╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍  16 頁 

(3) 特別教育

令和６年度特別教育無線通信講習実施要領 ╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍  17 頁 

令和６年度特別教育女性活躍推進講習実施要領 ╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍   18 頁 

令和６年度特別教育自衛消防隊員講習実施要領 ╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍  19 頁 

(4) 推薦書等

消防職員初任教育推薦書（様式第１号）╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍   20 頁

身上調書、身体測定表等 ╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍  21 頁～26頁

消防職員幹部・専科教育推薦書（様式第１号）╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍   27 頁 

研究討議 ╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍ 28頁 

消防団員教育推薦書（様式第２号） ╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍   29 頁 

特別教育自衛消防隊員講習推薦書（別紙様式） ╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍  30 頁 

(5) 参考

岩手県消防学校教育訓練規則（昭和 49年規則第 20号） ╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍╍ 31頁～33頁

岩手県消防学校 



1 

令和６年度岩手県消防学校教育訓練計画 

 この計画は、岩手県消防学校教育訓練規則（昭和 49年岩手県規則第 20号）第２条の規定により、岩

手県消防学校において実施する令和６年度の教育訓練計画について定めるものである。 

Ⅰ 令和６年度岩手県消防学校教育訓練の基本方針 

１ 基本方針 

当消防学校の教育訓練は、社会情勢の変化や技術の発展に的確に対応するために、住民の信頼と

負託に応えうる消防に必要な見識や技能の効率的かつ効果的な習得を図り、もって適切公正、安全

かつ能率的に職務が遂行できる消防職員等の養成に努める。

２ 消防職員教育

(1) 初任教育

この教育訓練は、新採用の消防職員として服務義務を理解し、必要な基礎知識や基本的技能の

習得とともに、士気の高揚、規律の保持及び体力の錬成を図り、職務を円滑に遂行できる消防職

員を養成する。

(2) 幹部教育

ア 初・中級幹部科

この教育訓練は、初・中級幹部職員としての責任及び立場を認識するとともに、消防行政の

現状や動向を理解し、組織の管理、災害現場における安全管理を適確にできる消防職員を養成

する。

イ 上級幹部科

この教育訓練は、上級幹部職員として業務管理、人事管理、危機管理に必要な知見及び職責

遂行に必要な判断力を有し、組織を円滑に管理運営できる消防職員を養成する。

(3) 専科教育

ア 予防総合科

この教育訓練は、査察行政・危険物行政の現状と課題を理解し、防火管理、建築規制、危

険物規制及び消防用設備等に係る専門的知識を習得し、違反対象物の関係者に対して是正を

指導できる消防職員を養成する。 

イ 火災調査科

この教育訓練は、火災調査業務に係る制度を理解し、与えられた権限を正しく行使するとと

もに、原因調査、損害調査及び鑑定等の専門的知識・技術を習得し、火災原因の究明に係る的

確な判断能力を持つ消防職員を養成する。

ウ 救急科

この教育訓練は、救急隊員の行う応急処置等に必要な医学的知識及び技術を習得し、消防法

施行令第 44条第５項第１号に定める救急隊員を養成する。

エ 救助科

この教育訓練は、救助活動における安全管理、災害救助に係る専門的知識及び高度な技能・

技術、特殊災害に係る基礎的知識・対処方法等を習得し、災害現場においてこれらを活用した

安全・適確な活動を展開できる消防職員を養成する。 
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３ 消防団員教育 

(1) 幹部教育

ア 初級幹部科

この教育訓練は、消防団初級幹部としての職責を自覚し、消防団の運営に必要な規律、

災害活動要領及び安全管理の重要性について理解するとともに、地域住民に対して防災指導

を行うことのできる消防団員を養成する。

イ 指揮幹部科現場指揮課程

この教育訓練は、災害時における現場指揮者としての職責を自覚し、大規模災害時におけ

る火災防ぎょ活動、水災活動、救助救命、避難誘導・情報収集・伝達に係る的確な現場指揮、

安全管理の知識・技術を習得するとともに、自主防災組織等に対して防災指導を行うことの

できる消防団員を養成する。 

ウ 指揮幹部科分団指揮課程

この教育訓練は、分団の指揮者としての職責を自覚し、消防団の管理運営及び活性化に係

る知識を習得するとともに、各種災害発生時における分団の管理運営及び効果的な現場活動

を行うことのできる消防団員を養成する。 

(2) 専科教育

警防･機関科

この教育訓練は、消防団員として火災防ぎょ活動に関する専門的知識並びに自動車ポンプ及

び小型ポンプの運用技術を習得し、災害現場において中核的な消防活動が遂行できる消防団

員を養成する。 

４ 特別教育 

(1) 無線通信講習

この教育訓練は、消防無線操作に係る知識及び技術を習得するとともに、無線従事者免許

（第３級陸上特殊無線技士）を取得させ、無線通信業務に従事する消防職員を養成する。 

(2) 女性活躍推進講習

この教育訓練は、女性消防職員の強固な「繫がり」の構築を促進するとともに、職域拡大

に応じた専門的識見及び技能の習得を促進し、もって総合的な能力開発を図る。 

(3) 自衛消防隊員講習

この教育訓練は、自衛消防隊員として必要な基礎的識見及び技能の習得を促進し、もって

事業所等における防災意識の向上を図る。 

  ５ 委託教育等 

市町村、消防団、婦人消防協力隊、幼･少年防火クラブ等からの要請を踏まえ、消防防災に関

する教育訓練を行う。  

(1) 一日入校

消防学校において訓練礼式等の教育訓練を行うほか、防災センターと連携して地震体験や

避難体験等を中心とした教育訓練を行う。 

(2) 現地教育

現地に出向して訓練礼式等の教育訓練を行う。
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Ⅱ 教育訓練体系 

消防職員教育 初任教育 

     幹部教育  初・中級幹部科 

上級幹部科 

   専科教育  予防総合科 

火災調査科 

救急科 

救助科 

消防団員教育 幹部教育  初級幹部科 

 指揮幹部科現場指揮課程 

指揮幹部科分団指揮課程 

   専科教育  警防・機関科 

特別教育 無線通信講習 

 女性活躍推進講習 

自衛消防隊員講習 

委託教育等  一日入校 

現地教育 



教育訓練期間 4月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 入校定員(人)

４月８日（月）～10月２日（水） －

初・中級幹部科 ８月19日（月）～30日（金） 40

上級幹部科 12月16日（月）～20日（金） 20

予防総合科 11月25日（月）～12月12日（木） 30

火災調査科 10月16日（水）～31日（木） 30

救急科 １月16日（木）～３月12日（水） 80

4

救助科 10月15日（火）～11月22日（金） 40

初級幹部科 11月15日（金）、16日（土） 30

指揮幹部科現場指揮課程 11月29日（金）、30日（土） 40

指揮幹部科分団指揮課程 12月13日(金)、14日(土） 40

専科
教育

警防・機関科 11月８日（金）～10日（日） 40

８月中旬予定 80

10月９日（水）、10日（木） －

12月18日(水)、19日(木） 40

専科
教育

消防
職員

　Ⅲ　令和６年度　岩手県消防学校教育訓練日程（案）

初任教育

幹部
教育

無線通信講習

自衛消防隊員講習

特別
教育

消防
団員

幹部
教育

女性活躍推進講習

４９期初任教育幹部教育



延 実 食　　費 図書教材費 寮費等 研修旅費

478,719 194,219 138,300 81,200 65,000

451,500 181,000 130,100 75,400 65,000

47,494 16,994 26,100 4,400

45,500 15,500 25,800 4,200

23,352 8,552 10,400 4,400

22,100 7,800 10,500 3,800

58,577 23,577 25,900 9,100

56,250 20,150 22,500 13,600

98,159 19,959 70,900 7,300

96,200 18,200 72,300 5,700

134,375 63,175 46,000 25,200

124,000 57,600 41,900 24,500

88,344 47,044 32,100 9,200

5 83,700 42,900 31,800 9,000

11,417 2,517 3,500 5,400

11,300 2,300 3,400 5,600

11,017 2,517 3,200 5,300

11,000 2,300 3,100 5,600

9,317 2,517 1,500 5,300

9,300 2,300 1,400 5,600

16,976 4,276 7,300 5,400

16,300 3,900 6,700 5,700

18,958 658 18,300 0

22,600 600 22,000 0

7,517 2,517 900 4,100

2,900 600 900 1,400

11,417 2,517 6,000 2,900

11,200 2,300 6,200 2,700

上段は、令和６年度経費
下段は、令和５年度経費（予防総合科については令和４年度経費)

30

2 2 13 - 女性消防吏員

救助業務従事者、特殊災害業務従事者
又はその予定者

警防要員、ポンプ車若しくは小型ポンプ
の機関要員又はその予定者

班長の階級にある者

分団長又は副分団長の階級にある者

2 2 12 40

2 2

11月25日（月）～12月12日（木） 18

消防
団員

班長以上の階級にある者

予防業務従事者又はその予定者

救急業務従事予定者

自衛消防隊員講習

無線通信講習

消防
職員

専科
教育

40

20

予防総合科

194

事業所等の自衛消防隊員又は従事予定
者

専科
教育

８月中旬予定

12月18日(水)、19日(木） 2

女性活躍推進講習 10月９日（水）、10日（木）

備考
内　訳

13 40

1 80

19 403 3

7

2

11月15日（金）、16日（土）

39 28

指揮幹部科現場指揮課程

指揮幹部科分団指揮課程

初級幹部科

救助科

警防･機関科

11月29日（金）、30日（土）

2 12

11月８日（金）～10日（日）

12

5

2

1212月13日(金)、14日(土）

38 264

14

80

12 82火災調査科

救急科

32

68

16

10８月19日（月）～30日（金）

12月16日（月）～20日（金）

初任教育 ４月８日（月）～10月２日（水） 178 121 846

幹部
教育

初・中級幹部科

上級幹部科 5

令和６年度　岩手県消防学校教育訓練　入校対象者・入校経費

教　　　育 教育訓練期間
日数

教育
時間

入校
定員
(人)

入校対象者
入校経費

（円）

10月15日（火）～11月22日（金）

10月16日（水）～31日（木）

96 30

１月16日（木）～３月12日（水） 56

無線通信業務に従事する者で従事者免
許を所有してない者

火災調査業務従事者又はその予定者

新採用者又は未教育の者

消防司令補又は消防士長の階級にあり、
意欲をもって業務に取り組んでいる者

消防司令長、消防司令又は消防司令補
の階級にある者(消防司令補の階級に関
しての特例を含む)

-

40

40

40

特別
教育

1

幹部
教育
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第７０期消防職員初任教育実施要領 

（改正 令和６年４月１日） 

１ 目 的 

この教育訓練は、新採用の消防職員として必要な基礎知識及び技能を習得するとともに、士気の 

高揚、規律の保持及び体力の錬成を図り、職務の円滑な遂行に資することを目的とする。 

２ 入校期間 

令和６年４月８日(月)１０時から１０月２日（水）までとする。（離校日は、１０月３日（木）） 

３ 場 所 

紫波郡矢巾町医大通二丁目２番１号 

岩手県消防学校（ＴＥＬ ０１９－６９７－３４３４・ＦＡＸ ０１９－６９７－９２９２） 

４ 入校対象者及び入校経費 

入校対象者 
入校経費(円) 

合 計 内 訳 

新規採用者又は未教育者 ４７８，７１９ 

(1) 食 費 194,219 

(2) 図書教材費 138,300 

(3) 寮費等 81,200 

(4) 校外研修費 65,000 

５ 入校手続 

令和６年２月８日（木）までに次の書類を岩手県消防学校長あてに提出すること。 

(1) 推薦書(様式第１)

(2) 身上調書（様式第２）

(3) 健康診断書（採用時提出の写しで可）

６ 受 付 

令和６年４月８日（月）８時３０分から１０時までの間に寮舎玄関で受付を済ませること。 

７ 携行品 

(1) 制服、制帽、白手袋 (12) 雨衣

(2) 黒短靴 (13) 防寒衣

(3) 消防手帳 (14) 軍手

(4) 活動服 (15) 共済組合員証

(5) 防火衣一式（手袋、長靴含む） (16) 印鑑

(6) 訓練用へルメット (17) 筆記用具、ノート、電卓

(7) 編上靴 (18) メモ帳（制服等に入れるもの）

(8) 運動着 (19) 寝衣、肌着類

(9) ズック（内履き・外履き各１足） (20) 洗面・入浴用品、裁縫用具

(10) 上履き（寮において使用） (21) その他身の回り品(スーツ等)

(11) ゴム長靴

注１ 持ち込み禁止物品については、別途示すものであること。 

２  制服着用時の靴下は紺又は黒系統とすること｡ 

 ３ 制服着用時のＹシャツ、肌着は白色無地とし、特にも夏季用の制服に着用する肌着は、 

襟元から露出しない形状のものとすること。 

 ４  ６月３日(月)から夏季用の制服(半袖含む。)、制帽を着用予定であること。 

８ その他 

⑴ 休講日の前日の授業終了後から授業を再開する日の前日の夕方までの間の在寮は、原則認めない。

⑵ 入校経費は、令和６年４月５日（金）までに、各消防本部から次の口座へ振り込むこと。

岩手銀行矢巾支店 普通口座２０００５４０ 初任教育入校経費取扱者 藤村信也（ふじむらしんや） 



７

令和６年度消防職員幹部教育初・中級幹部科実施要領 

（改正 令和６年４月１日） 

１ 目 的 

この教育訓練は、初・中級幹部として消防行政の現状や動向を理解し、上司の補佐及び部下の指導

を行い、組織の管理運営能力の向上に資することを目的とする。 

２ 入校期間 

令和６年８月１９日（月）１０時から８月３０日（金）１６時まで 

３ 場 所 

紫波郡矢巾町医大通二丁目２番１号 

岩手県消防学校（ＴＥＬ ０１９－６９７－３４３４・ＦＡＸ ０１９－６９７－９２９３） 

４ 入校対象者、定員及び入校経費 

入校対象者 定 員 
入校経費(円) 

合 計 内 訳 

消防司令補又は消防士

長の階級にあり、意欲

をもって業務に取り組

んでいる者 

４０人 ４７，４９４ 

(1) 食 費 16,994 

(2) 図書教材費 26,100 

(3) 寮費等   4,400 

注 教科目は、次のとおり。 

消防時事、消防財政、人事業務管理、安全管理、現場指揮、事例研究ほか

５ 入校手続 

令和６年７月１９日（金）までに岩手県消防学校教育訓練規則（昭和４９年岩手県規則第２０号）

第７条に定める推薦書（様式第１号）を消防学校長あて提出すること。 

なお、当該推薦書に記載した内容のうち、所属、氏名等学校運営上必要不可欠なものに限り、座席

表、学生名簿等として他の入校者又は講師に提供されることについて、被推薦者の同意を得ること。 

６ 受 付 

  令和６年８月１９日（月）８時３０分から９時３０分までの間に寮舎玄関で受付を済ませること。 

７ 服装及び携行品 

服 装 
携行品 

訓練用 参考書 日用品等 

(1) 制服、制帽

(2) 黒短靴

(3) 白手袋

(4) 消防手帳

(1) アポロキャップ

(2) 防火衣一式

(3) 活動服、編上靴

(4) ヘルメット

(5) 皮手袋、軍手

(1) 消防関係法令集

(2) 小六法その他の

参考書 

(1) 運動着、ズック（内、

外履き）、上履き 

(2) 寝衣、洗面・入浴用品

(3) 共済組合員証、筆記用

具、印鑑 

(4) その他身の回り品

  注１ 制服着用時の靴下は紺又は黒系統とすること。 

２ 制服着用時の肌着は白色無地とし襟元から露出しないようにすること。 

８ その他  

⑴ 休講日の前日の授業終了後から授業を再開する日の前日の夕方までの間の在寮は、原則認めない。 

⑵ 入校経費は、令和６年８月１３日（火）までに各消防本部から次の口座へ振り込むこと。

岩手銀行矢巾支店 普通口座２１３７６２５ 幹部科入校経費取扱者 藤村信也（ふじむらしんや）



８

令和６年度消防職員幹部教育上級幹部科実施要領 

（改正 令和６年４月１日） 

１ 目 的 

この教育訓練は、上級幹部として業務管理、人事管理及び危機管理などへの理解を深め、組織の円

滑な管理運営に資することを目的とする。 

２ 入校期間 

令和６年１２月１６日（月）１０時から１２月２０日（金）１６時まで 

３ 場 所 

紫波郡矢巾町医大通二丁目２番１号 

岩手県消防学校（ＴＥＬ ０１９－６９７－３４３４・ＦＡＸ ０１９－６９７－９２９３） 

４ 入校対象者、定員及び入校経費 

入校対象者 定 員 
入校経費(円) 

合 計 内 訳 

消防司令長、消防司令又は消防

司令補の階級にある者（ただし

消防司令補の階級にある者は大

船渡地区消防本部、遠野市消防

本部及び陸前高田市消防本部に

限る。） 

２０人 ２３，３５２ 

(1) 食 費 8,552 

(2) 図書教材費 10,400 

(3) 寮費等 4,400 

注 教科目は、次のとおり。 

業務管理、人事管理、危機管理、事例研究など 

５ 入校手続 

令和６年１１月１５日（金）までに岩手県消防学校教育訓練規則（昭和４９年岩手県規則第２０号）

第７条に定める推薦書（様式第１号）を消防学校長あて提出すること。 

なお、当該推薦書に記載した内容のうち、所属、氏名等学校運営上必要不可欠なものに限り、座席

表、学生名簿等として他の入校者又は講師に提供されることについて、被推薦者の同意を得ること。 

６ 受 付 

令和６年１２月１６日（月）８時３０分から９時３０分までの間に寮舎玄関で受付を済ませること。 

７ 服装及び携行品 

服 装 
携行品 

訓練用 日用品等 

(1) 制服、制帽

(2) 黒短靴

(3) 白手袋

(4) 消防手帳

(1) アポロキャップ

(2) 活動服

(3) 防寒衣

(1) 運動着、ズック（内、外履き）、上履き

(2) 寝衣、洗面・入浴用品

(3) 共済組合員証、筆記用具、印鑑

(4) その他身の回り品

  注１ 制服着用時の靴下は紺又は黒系統とすること。 

２ 制服着用時の肌着は白色無地とし襟元から露出しないようにすること。 

８ その他 

 入校経費は、令和６年１２月９日（月）までに各消防本部から次の口座へ振り込むこと。 

岩手銀行矢巾支店 普通口座２１３７６２５ 幹部科入校経費取扱者 藤村信也（ふじむらしんや） 



９ 

令和６年度消防職員専科教育予防総合科実施要領 

（改正 令和６年４月１日） 

１ 目 的 

この教育訓練は、防火対象物の査察要領、危険物施設の許認可事務及びこれらの違反処理並びに

防火管理及び消防用設備等に係る専門的知識を習得し、違反対象物に対して是正を指導するなど予

防行政の円滑な運営に資することを目的とする。 

２ 入校期間 

令和６年１１月２５日（月）１０時から１２月１２日（木）１６時まで 

３ 場 所 

紫波郡矢巾町医大通二丁目２番１号 

岩手県消防学校（ＴＥＬ ０１９－６９７－３４３４・ＦＡＸ ０１９－６９７－９２９３） 

４ 入校対象者及び経費 

対象者 定 員 
入校経費（円） 

合 計 内  訳 

予防業務従事者又は

その予定者 
３０人 ５８，５７７ 

(1) 食 費 23,577 

(2) 図書教材費 25,900 

(3) 寮費等  9,100 

注 教科目 予防及び危険物行政、危険物規制、査察、違反処理、効果測定、事例研究ほか 

５ 入校手続 

  令和６年１０月２５日（金）までに岩手県消防学校教育訓練規則第７条（昭和４９年岩手県規則

第２０号）に定める推薦書（様式第１号）を消防学校長あて提出すること。 

なお、当該推薦書に記載した内容のうち、所属、氏名等学校運営上必要不可欠なものに限り、座

席表、学生名簿等として他の入校者又は講師に提供されることについて、被推薦者の同意を得るこ

と。 

６ 受 付 

  令和６年１１月２５日（月）の８時３０分から９時３０分までの間に寮舎玄関で受付を済ませる

こと｡ 

７ 服装及び携行品 

服 装 
携行品 

訓練用 参考書 日用品等 

⑴ 制服、制帽

⑵ 黒短靴

⑶ 白手袋

⑷ 消防手帳

⑸ スーツ

（校外研修時

着用）

⑴ アポロキャップ、ヘルメ

ット

⑵ 活動服、防寒衣、雨衣

⑶ 皮手袋

⑷ 編上靴、長靴

⑴ 消防関

係法令集

⑵ 小六法、

その他の

参考書

⑴ 運動着、ズック（内、

外履き）、上履き

⑵ 寝衣、洗面・入浴用品

⑶ 共済組合員証、筆記用

具、印鑑

⑷ その他身の廻り品

※１ 制服着用時の靴下は紺又は黒系統とし、下着は白色無地とすること。

８ その他 

⑴ 別に定める様式により研究討議資料を作成し、入校日の２週間前までに別途通知するアドレス

あてメール送信により提出すること。テーマについては、別途通知する。 

⑵ 入校生は、インフルエンザ予防対策のためワクチン接種を受けて入校するよう努めること。

⑶ 休講日の前日の授業終了時から授業を再開する日の前日の夕方までの間の在寮は、原則認めな

い。 

⑷ 入校経費は、令和６年１１月１８日（月）までに各消防本部から次の口座へ振り込むこと。

岩手銀行矢巾支店 普通口座２１３７６７０ 予防総合科入校経費取扱者 藤村信也（ふじむ

らしんや） 
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令和６年度消防職員専科教育火災調査科実施要領 

（改正 令和６年４月１日） 

１ 目 的 

  この教育訓練は、火災の燃焼理論並びに火災原因調査及び損害調査に係る専門的知識及び技術を習

得し、火災原因調査への的確な判断能力の向上に資することを目的とする。 

２ 入校期間 

令和６年１０月１６日(水)１０時から１０月３１日（木）１６時まで 

３ 場 所 

紫波郡矢巾町医大通二丁目２番１号 

岩手県消防学校（ＴＥＬ ０１９－６９７－３４３４・ＦＡＸ ０１９－６９７－９２９３） 

４ 入校対象者、定員及び入校経費 

入校対象者 定 員 
入校経費(円) 

合 計 内 訳 

火災調査業務従事者又は

その予定者 
４０人 ９８,１５９ 

(1) 食 費 19,959 

(2) 図書教材費 70,900 

(3) 寮費等 7,300 

注 教科目は、次のとおり 

原因調査関係法規、原因調査、損害調査、鑑定、調査実習（模擬火災調査）、調査書類、事例

研究など 

５ 入校手続 

令和６年９月１６日（月）までに岩手県消防学校教育訓練規則（昭和４９年岩手県規則第２０号）

第７条に定める推薦書（様式第１号）を消防学校長あて提出すること。 

なお、当該推薦書に記載した内容のうち、所属、氏名等学校運営上必要不可欠なものに限り、座席

表、学生名簿等として他の入校者又は講師に提供されることについて、被推薦者の同意を得ること。 

６ 受 付 

令和６年１０月１６日（水）の８時３０分から９時３０分までの間に寮舎玄関で受付を済ませるこ

と｡ 

７ 服装及び携行品 

服 装 
携行品 

訓練用 参考書 日用品等 

(1) 制服、制帽

(2) 黒短靴

(3) 白手袋

(4) 消防手帳

(1) アポロキャップ

(2) 防火衣一式

(3) ヘルメット

(4) 活動服、防寒衣

(5) 皮手袋、軍手、ゴム

手袋

(1) 消防関係法令集

(2) 予防六法

(1) 運動着､ズック（内、外

履き）、上履き

(2) 寝衣、洗面・入浴用品

(3) 共済組合員証、筆記用

具、印鑑

(4) その他身の回り品

  注１ 制服着用時の靴下は紺又は黒系統とすること。 

  ２ 制服着用時の肌着は白色無地とし襟元から見えないようにすること。 

８ その他 

⑴ 別に定める様式により研究討議資料を作成し、入校日の２週間前までに別途通知するアドレスあ

てメール送信するか、ファックス送信により提出すること。 

⑵ 休講日の前日の授業終了後から授業を再開する日の前日の夕方までの間の在寮は、原則認めない。 

⑶ 入校経費は、令和６年１０月９日（水）までに各消防本部から次の口座へ振り込むこと。

岩手銀行矢巾支店 普通口座２１３７６４３ 火災調査科入校経費取扱者 藤村信也(ふじむらしんや)
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令和６年度消防職員専科教育救急科実施要領 

（改正 令和６年４月１日） 

１ 目 的 

  この教育訓練は、救急隊員の行う応急処置に必要な医学的知識及び技術を習得し、消防法施行令第 

４４条第５項第１号に定める救急隊員を養成することを目的とする｡ 

２ 入校期間 

  令和７年１月１６日（木）１０時から３月１２日（水）１６時まで 

３ 場 所 

紫波郡矢巾町医大通二丁目２番１号 

岩手県消防学校（ＴＥＬ ０１９－６９７－３４３４・ＦＡＸ ０１９－６９７－９２９３） 

４ 入校対象者、定員及び入校経費  

入校対象者 定 員 
入校経費(円) 

合 計 内 訳 

救急業務従事予定者 ８０人 １３４，３７５ 

(1) 食 費 63,175 

(2) 図書教材費 46,000 

(3) 寮費等 25,200 

注 教科目は、次のとおり。 

救急業務及び救急医療の基礎、応急処置の総論、病態別応急処置、特殊病態別応急処置、シミュ

レーション実習、病院実習、効果測定など

５ 入校手続 

  令和６年１２月１６日（月）までに岩手県消防学校教育訓練規則（昭和４９年岩手県規則第２０号）

第７条に定める推薦書（様式第１号）を消防学校長あて提出すること。 

なお、当該推薦書に記載した内容のうち、所属、氏名等学校運営上必要不可欠なものに限り、座席

表、学生名簿等として他の入校者又は講師に提供されることについて、被推薦者の同意を得ること。 

６ 受 付 

  令和７年１月１６日（木）の８時３０分から９時３０分までの間に寮舎玄関で受付を済ませること｡ 

７ 服装等 

服 装 
携行品 

救急訓練用 参考書 日用品等 

(1) 制服、制帽

(2) 黒短靴

(3) 白手袋

(4) 消防手帳

(5) スーツ（校外

研修時着用） 

(1) アポロキャップ

(2) ヘルメット、ゴーグル

(3) 活動服、防寒衣

(4) 感染防止衣（上・下）

(5) 感染防止用ゴーグル

(6) 皮手袋、編上靴

(7) 白色ズック（病院実習用） 

消防関係法令集 (1) 運動着、ズック（内、

外履き）、上履き 

(2) 寝衣、洗面・入浴用

品 

(3) 共済組合員証、筆記

用具、印鑑 

(4) その他身の回り品

  注１ 制服着用時の靴下は紺又は黒系統とすること。 

２ 制服着用時の肌着は白色無地とし襟元から露出しないようにすること。 

８ その他 

⑴ 入校生はインフルエンザ予防対策のため、ワクチン接種を受けて入校するよう努めること。

⑵ 休講日の前日の授業終了後から授業を再開する日の前日の夕方までの間の在寮は、原則認めない。 

⑶ 入校経費は、令和７年１月９日（木）までに各消防本部から次の口座へ振り込むこと。

岩手銀行矢巾支店 普通口座２１３７６５２ 救急科入校経費取扱者 藤村信也（ふじむらしんや）
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令和６年度消防職員専科教育救助科実施要領 

（改正 令和６年４月１日） 

１ 目 的 

この教育訓練は、救助活動における安全管理、災害救助に係る専門的知識・技術の習得、特殊災害

に対する基礎的知識、対処方法等を習得し、災害現場において安全かつ的確な活動を展開する能力の

向上に資することを目的とする。 

２ 入校期間 

令和６年１０月１５日（火）１０時から１１月２２日（金）１６時まで 

３ 場 所 

紫波郡矢巾町医大通二丁目２番１号 

岩手県消防学校（ＴＥＬ ０１９－６９７－３４３４・ＦＡＸ ０１９－６９７－９２９３） 

４ 入校対象者、定員及び入校経費 

入校対象者 定 員 
入校経費(円) 

合 計 内 訳 

救助業務従事者、特殊災

害業務従事者又はその

予定者 

４０人 ８８，３４４ 

(1)食 費 47,044 

(2)図書教材費 32,100 

(3)寮費等 9,200 

注 教科目は、次のとおり。 

安全管理、災害救助対策、救急、救助訓練、救助器具取扱訓練、総合訓練、効果測定など 

５ 入校手続 

令和６年９月１３日（金）までに岩手県消防学校教育訓練規則（昭和４９年岩手県規則第２０号）

第７条に定める推薦書（様式第１号）を提出すること。 

なお、当該推薦書に記載した内容のうち、所属、氏名等学校運営上必要不可欠なものに限り、座席

表、学生名簿等として他の入校者又は講師に提供されることについて、被推薦者の同意を得ること。 

６ 受 付 

令和６年１０月１５日（火）８時３０分から９時３０分までの間に寮舎玄関で受付を済ませること｡ 

７ 服装等 

服装 
携行品 

訓練用 日用品等 

(1) 制服、制帽

(2) 黒短靴

(3) 白手袋

(4) 消防手帳

(1) アポロキャップ

(2) 活動服、防火衣、防寒衣、雨衣

(3) ヘルメット、救助服、Ｔシャツ（紺、黒

又は白）

(4) 皮手袋､ゴム手袋､ケブラー手袋、編上靴

(5) 防塵ゴーグル､防塵マスク、ライト、耳栓

(6) 墜落制止用器具（準備可能な場合）

(1) 運動着、ズック（内、外

履き）、上履き

(2) 寝衣、洗面・入浴用品

(3) 共済組合員証、筆記用具

印鑑

(4) その他身の回り品

注１ 制服着用時の靴下は紺又は黒系統とすること。 

  ２ 制服着用時の肌着は白色無地とし襟元から露出しないようにすること。 

８ 入校前の準備 

実技訓練の効率化及び安全管理の確保を図るため、次の事項について事前に学習しておくこと。 

なお、入校時に実技の確認を行います。 

※ 基礎体力、空気呼吸器の取扱、三連梯子及び大カギ付き梯子の取扱、基本結索、

器具結索、身体結索

９ その他 

⑴ 別に定める様式により研究討議資料を作成し、入校日の２週間前までに別途通知するアドレスあ

てメール送信するか、ファックス送信により提出すること。

⑵ 休講日の前日の授業終了後から授業を再開する日の前日の夕方までの間の在寮は、原則認めない。 

⑶ 入校経費は、令和６年１０月８日（火）までに各消防本部から次の口座へ振り込むこと。

岩手銀行矢巾支店 普通口座２１３７６６１ 救助科入校経費取扱者 藤村信也（ふじむらしんや）
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令和６年度消防団員幹部教育初級幹部科実施要領  

（改正 令和６年４月１日） 

１ 目 的 

この教育訓練は、消防団の運営に必要な規律、安全管理の重要性について理解するとともに、

地域住民に対して防災指導を行えることを目的とする。 

２ 入校期間 

令和６年１１月１５日（金）１０時から１１月１６日（土）１６時まで 

３ 場 所 

紫波郡矢巾町医大通二丁目２番１号 

岩手県消防学校（ＴＥＬ ０１９－６９７－３４３４・ＦＡＸ ０１９－６９７－９２９３） 

４ 入校対象者、定員及び入校経費 

入校対象者 定 員 
入校経費(円) 

合 計 内 訳 

班長の階級にある者 ３０人 １１，４１７ 

(1) 食 費 2,517 

(2) 図書教材費 3,500 

(3) 寮費等 5,400 

注 教科目は、指揮要領、危険予知訓練、防災指導など 

５ 入校手続 

  令和６年１０月１５日（火）厳守とし、別紙推薦書を消防学校長あて提出すること。 

なお、当該推薦書に記載した内容のうち、所属、氏名等学校運営上必要不可欠なものに限り、

座席表、学生名簿等として他の入校者又は講師に提供されることについて、被推薦者の同意を

得ること。 

 また、期日以降の申込みは、手続きの都合上、原則として受け付けません。 

６ 受 付 

入校日は、９時００分から９時３０分までの間に寮舎玄関で受付を済ませること。 

７ 服装及び携行品 

服 装 
携行品 

教育訓練用 日用品等 

(1) 制服
甲種又は乙種

(2) 制帽又は略帽
(3) 白手袋

(1) アポロキャップ
(2) 活動服、ヘルメット、防

火衣一式、防寒衣、軍手又
は皮手袋

(3) ズック（内、外履き）

(1) 運動着、上履き
(2) 寝衣、洗面・入浴用品
(3) 筆記用具
(4) その他身の回り品

８ その他 

⑴ 入校者は、消防学校の寄宿舎に宿泊すること。

⑵ 入校経費は、令和６年１１月１４日(木)までに、各市町村担当課から次の口座へ振り込むこ

と。（入校者個人が振り込まないよう、十分周知してください。） 

岩手銀行矢巾支店 普通口座２１０６４９６ 団員教育入校経費取扱者 藤村信也（ふじむらしんや）

⑶ やむを得ない事情等で入校辞退する場合は、図書教材費、寝具リース料、還付に要する振込

手数料などの必要経費を負担いただきますのでご了承願います。 
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第８期消防団員幹部教育指揮幹部科現場指揮課程実施要領  

（改正 令和６年４月１日） 

１ 目 的 

この教育訓練は、大規模災害時に現場指揮者として、火災防ぎょ、水災活動、救助救命、避難

誘導、情報収集・伝達に係る的確な現場指揮、安全管理の知識及び技術を修得するとともに、自

主防災組織等に対し防災指導を行えることを目的とする。 

２ 入校期間 

令和６年１１月２９日（金）１０時から１１月３０日（土）１６時まで 

３ 場 所 

紫波郡矢巾町医大通二丁目２番１号 

岩手県消防学校（ＴＥＬ ０１９－６９７－３４３４・ＦＡＸ ０１９－６９７－９２９３） 

４ 入校対象者、定員及び入校経費 

入校対象者 定 員 
入校経費(円) 

合 計 内 訳 

班長以上の階級にある者 ４０人 １１，０１７ 

(1) 食 費 2,517 

(2) 図書教材費 3,200 

(3) 寮費等 5,300 

  注 教科目は、指揮総論、安全管理、資機材取扱など 

５ 入校手続 

  令和６年１０月２９日（火）厳守とし、別紙推薦書を消防学校長あて提出すること。 

なお、当該推薦書に記載した内容のうち、所属、氏名等学校運営上必要不可欠なものに限り、

座席表、学生名簿等として他の入校者又は講師に提供されることについて、被推薦者の同意を

得ること。 

 また、期日以降の申込みは、手続きの都合上、原則として受け付けません。 

６ 受 付 

  入校日は、９時００分から９時３０分までの間に寮舎玄関で受付を済ませること。 

７ 服装及び携行品 

服 装 
携行品 

教育訓練用 日用品等 

(1) 制服
甲種又は乙種

(2) 制帽又は略帽
(3) 白手袋

(1) アポロキャップ
(2) 活動服、ヘルメット、防

火衣一式、防寒衣、軍手又
は皮手袋

(3) ズック（内、外履き）

(1) 運動着、上履き
(2) 寝衣、洗面・入浴用品
(3) 筆記用具
(4) その他身の回り品

８ その他 

⑴ 入校者は、消防学校の寄宿舎に宿泊すること｡

⑵ 入校経費は、令和６年１１月２８日(木)までに、各市町村担当課から次の口座へ振り込むこ

と。（入校者個人が振り込まないよう十分周知してください。） 

岩手銀行矢巾支店 普通口座２１０６４９６ 団員教育入校経費取扱者 藤村信也（ふじむらしんや） 

⑶ やむを得ない事情等で入校辞退する場合は、図書教材費、寝具リース料、還付に要する振込

手数料などの必要経費を負担いただきますのでご了承願います。 
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第８期消防団員幹部教育指揮幹部科分団指揮課程実施要領  

（改正 令和６年４月１日） 

１ 目 的

この教育訓練は、分団指揮者として消防団の管理運営、活性化に資する広い知識並びに各種災害

発生時における分団の管理運営及び効率的な現場活動の在り方を深く理解することを目的とする。 

２ 入校期間 

  令和６年１２月１３日（金）１０時から１２月１４日（土）１６時まで 

３ 場 所 

  紫波郡矢巾町医大通二丁目２番１号 

岩手県消防学校（ＴＥＬ ０１９－６９７－３４３４・ＦＡＸ ０１９－６９７－９２９３） 

４ 入校対象者、定員及び入校経費 

入校対象者 定 員 
入校経費(円) 

合 計 内 訳 

分団長又は副分団長の階級に

ある者 
４０人 ９，３１７ 

(1) 食 費 2,517 

(2) 図書教材費 1,500 

(3) 寮費等 5,300 

注 教科目は、危険予知訓練、避難所運営訓練、防災指導など 

５ 入校手続 

令和６年１１月１３日（水）厳守とし、別紙推薦書を消防学校長あてに提出すること。 

なお、当該推薦書に記載した内容のうち、所属、氏名等学校運営上必要不可欠なものに限り、

座席表、学生名簿等として他の入校者又は講師に提供されることについて、被推薦者の同意を

得ること。 

また、期日以降の申込みは、手続きの都合上、原則として受け付けません。 

６ 受 付 

入校日は、９時００分から９時３０分の間に寮舎玄関で受付を済ませること。 

７ 服装及び携行品 

服 装 
携行品 

教育訓練用 日用品等 

(1) 制服

甲種又は乙種

(2) 制帽又は略帽

(3) 白手袋

(1) アポロキャップ

(2) 活動服、防寒衣、軍手又

は皮手袋 

(3) ズック（内、外履き）

(1) 運動着、上履き

(2) 寝衣、洗面・入浴用品

(3) 筆記用具

(4) その他身の回り品

８ その他 

⑴ 入校者は、消防学校の寄宿舎に宿泊すること｡

⑵ 入校経費は、令和６年１２月１２日(木)までに、各市町村担当課から次の口座へ振り込むこ

と。（入校者個人が振り込まないよう十分周知してください。） 

岩手銀行矢巾支店 普通口座２１０６４９６ 団員教育入校経費取扱者 藤村信也(ふじむらしんや) 

⑶ やむを得ない事情等で入校辞退する場合は、図書教材費、寝具リース料、還付に要する振込

手数料などの必要経費は負担いただきますのでご了承願います。 
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令和６年度消防団員専科教育警防・機関科実施要領  

（改正 令和６年４月１日） 

１ 目 的

  この教育訓練は、消防団員として火災防ぎょに関する知識並びに自動車及び小型ポンプの運用

技術を習得し、災害現場において中核的消防活動が遂行できる能力の向上を図ることを目的とす

る。 

２ 入校期間 

  令和６年１１月８日（金）１０時から１１月１０日（日）１６時まで 

３ 場 所 

  紫波郡矢巾町医大通二丁目２番１号 

岩手県消防学校（ＴＥＬ ０１９－６９７－３４３４・ＦＡＸ ０１９－６９７－９２９３） 

４ 入校対象者及び経費 

対象者 定員 
入校経費(円) 

合 計 内 訳 

警防要員､ポンプ車若しくは

小型ポンプ機関要員又はそ

の予定者 

４０人 １６，９７６ 

(1) 食 費 4,276 

(2) 図書教材費 7,300 

(3) 寮費等 5,400 

注 教科目は、ポンプ運用と機関整備、安全管理、防災指導など 

５ 入校手続 

令和６年 1０月８日（火）厳守とし、別紙推薦書を消防学校長あてに提出すること。 

なお、当該推薦書に記載した内容のうち、所属、氏名等学校運営上必要不可欠なものに限り、

座席表、学生名簿等として他の入校者又は講師に提供されることについて、被推薦者の同意を

得ること。 

また、期日以降の申込みは、手続きの都合上、原則として受け付けません。 

６ 受 付 

  入校日は、９時００分から９時３０分の間に寮舎玄関で受付を済ませること。 

７ 服装及び携行品 

服 装 
携行品 

教育訓練用 日用品等 

(1) 制服

甲種又は乙種

(2) 制帽又は略帽

(3) 白手袋

(1) アポロキャップ

(2) ヘルメット

(3) 活動服、防火衣一式、防寒衣、

軍手又は皮手袋 

(4) 長靴、ズック（内、外履き） 

(1) 運動着、上履き

(2) 寝衣、洗面・入浴用品

(3) 筆記用具

(4) その他身の回り品

８ その他 

⑴ 入校者は、消防学校の寄宿舎に宿泊すること｡

⑵ 入校経費は、令和６年１１月７日(木)までに、各市町村担当課から次の口座へ振り込むこ

と。（入校者個人が振り込まないよう十分周知してください。） 

岩手銀行矢巾支店 普通口座２１０６４９６ 団員教育入校経費取扱者 藤村信也（ふじむらしんや） 

⑶ やむを得ない事情等で入校辞退する場合は、図書教材費、寝具リース料、還付に要する振込

手数料などの必要経費は負担いただきますのでご了承願います。 
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令和６年度特別教育無線通信講習実施要領 

（改正 令和６年４月１日） 

１ 目 的 

この教育訓練は、消防無線操作に係る知識及び技術を習得するとともに無線従事者免許証（第３

級陸上特殊無線技士）を取得させ、無線通信業務の円滑化に資することを目的とする。 

２ 日 時 

  令和６年８月中旬予定(別途通知) 

３ 場 所 

  紫波郡矢巾町医大通二丁目２番１号 

 岩手県消防学校（ＴＥＬ ０１９－６９７－３４３４・ＦＡＸ ０１９－６９７－９２９３） 

４ 入校対象者及び経費 

対象者 定 員 
入校経費(円) 

合 計 内 訳 

初任教育学生及び消防

本部等推薦の職員（無

線従事者免許を所有し

ていない者） 

８０人 

（初任教育

を優先） 

１８，９５８ 

(1) 食 費 658 

(2) 図書教材費等 18,300 

内

訳

ア 受講料 15,500 

イ 教科書 1,050 

ウ 免許申請料 1,750 

注 教科目は、次のとおり。 

 法規、無線工学、修了試験 

５ 受 付  

講習日の８時から８時３０分までの間に寮舎玄関で受付を済ませること。 

６ 服 装 

⑴ 初任教育学生は、制服とする。

⑵ 消防本部等推薦の職員は、制服又はスーツ(クールビズ)とする。

７ その他 

⑴ 受講料は、８０人受講を仮定としておりますので、受講者数によっては受講料が変更となる場

合があります。 

⑵ 講習日及び受講申請書の提出期限その他必要な事項については、別途お知らせします。

⑶ 入校経費は、別途指定する日までに、各消防本部から次の口座へ振り込むこと。

岩手銀行矢巾支店 普通口座２１３７６８０ 特別講習入校経費取扱者 藤村信也（ふじむらしんや）
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令和６年度特別教育女性活躍推進講習実施要領 

（改正 令和６年４月１日） 

１ 目 的 

  この教育訓練は、女性消防職員の強固な「繫がり」の構築を促進するとともに、職域拡大に応じた

専門的識見及び技能の習得を促進し、もって総合的な能力開発を図る。 

２ 入校期間 

令和６年１０月９日(水) ９時１０分から１０月１０日（木）１７時まで 

３ 場 所 

紫波郡矢巾町医大通二丁目２番１号 

岩手県消防学校（ＴＥＬ ０１９－６９７－３４３４・ＦＡＸ ０１９－６９７－９２９３） 

４ 入校対象者、定員及び入校経費 

入校対象者 定 員 
入校経費(円) 

合 計 内 訳 

女性消防職員 － ７，５１７ 

(1) 食 費 2,517 

(2) 図書教材費 900 

(3) 寮費等 4,100 

５ 入校手続 

  令和６年９月９日（月）までに岩手県消防学校教育訓練規則（昭和４９年岩手県規則第２０号）第

７条に定める推薦書（様式第１号）を消防学校長あて提出すること。 

なお、当該推薦書に記載した内容のうち、所属、氏名等学校運営上必要不可欠なものに限り、座席

表、学生名簿等として他の入校者又は講師に提供されることについて、被推薦者の同意を得ること。 

６ 受 付 

令和６年１０月９日(水)８時２０分から８時５０分までに寮舎玄関で受付を済ませること｡ 

７ その他 

⑴ 服装及び携行品等の必要事項については、別途通知します。

⑵ 入校経費は、令和６年１０月２日（水）までに、各消防本部から次の口座へ振り込むこと。

岩手銀行矢巾支店 普通口座２１３７６８０ 特別講習入校経費取扱者 藤村信也（ふじむらしんや）
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令和６年度特別教育自衛消防隊員講習実施要領  

（改正 令和６年４月１日） 

１ 目 的

  この教育訓練は、事業所等に所属する自衛消防隊員に対して、消防業務に関する基礎知識及び技

術の教育訓練を行い、事業所等における災害防止に資することを目的とする。 

２ 入校期間 

  令和６年１２月１８日（水）１０時から１２月１９日（木）１６時まで 

３ 場 所 

  紫波郡矢巾町医大通二丁目２番１号 

 岩手県消防学校（ＴＥＬ ０１９－６９７－３４３４・ＦＡＸ ０１９－６９７－９２９３） 

４ 入校対象者、定員及び入校経費 

入校対象者 定員 
入校経費(円) 

合 計 内 訳 

事業所等の自衛消防隊組織

の隊員又は従事予定者 
４０人 １１，４１７ 

(1) 食 費 2,517 

(2) 図書教材費 6,000 

(3) 寮費等 2,900 

注 教科目は、次のとおり。 

 防火管理制度、予防活動、自衛消防の活動、安全管理など 

５ 入校手続 

  次により、推薦書（別紙様式）を各消防本部経由で岩手県消防学校長あてに提出すること｡ 

なお、当該推薦書に記載した内容のうち、所属、氏名等学校運営上必要不可欠なものに限り、

座席表、学生名簿等として他の入校者又は講師に提供されることについて、被推薦者の同意を得

ること。 

(1) 事業所から各消防本部への提出期限 令和６年１０月１８日（金） 

(2) 各消防本部から消防学校への提出期限 令和６年１１月１８日（月） 

６ 受 付  

令和６年１２月１８日（水）８時３０分から９時３０分までの間に寮舎玄関で受付を済ませるこ

と。 

７ 服装及び携行品 

服 装 
携行品 

教育訓練用 日用品等 

各事業所における自衛消

防隊員の服装又は訓練ので

きる服装（例：作業服又は

運動着、帽子等）とする。 

(1) 軍手

(2) ズック（内、外履き） 

(3) 防寒衣

(1) 運動着、上履き

(2) 寝衣、洗面・入浴用品

(3) 筆記用具

(4) その他身の回り品

８ その他 

⑴ 入校者は、消防学校の寄宿舎に宿泊すること。

⑵ 事業所への周知文書は、各消防本部あて別途送付すること。

⑶ 女性の入校希望者が１０名を超える場合は、宿泊施設の都合により人員調整があること。

⑷ 入校経費は、令和６年１２月４日（水）までに、事業所から次の口座へ振り込むこと。

岩手銀行矢巾支店 普通口座２１３７６８０ 特別講習入校経費取扱者 藤村信也（ふじむらしんや）

【振込に当たっての留意事項】 

振込依頼書に記載する「依頼人」は、上記 5「推薦書」の「任命権者」名と同一とする

こと。 



 

 

様式第１号（第７条関係） 
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推  薦  書 

 

                           令和   年   月   日  

 

 岩手県消防学校長  様  

 

                  任命権者名               

 

 

下記の者を貴校に入校させたいので推薦します。  

記  

教育訓練の種別   第７０期消防職員初任教育  

所属（署所）  

 
階 級  

 

職 名 (係 名 ) 
 

（ふりがな）  

氏      名  

 生 年 月 日  

(年 齢 )性 別  

(○で囲んで

ください。 ) 

平成  年   月   日  

（    歳）  男  ・  女  

住      所  

 
学     歴  

(○で囲んでく

ださい。 ) 

高校卒  

大学卒  

その他 (     ) 

消 防 経 歴  

階    級  発 令 年 月 日  備      考  

消 防 士  令和   年   月   日  
 

   

備 考  

 

※  救急救命士、無線従事者及び危険物取扱者の資格を有する場合、身上調書 (様式第２ ) 

にその内容を記入すること。  
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様式第２         身  上  調  書 

所  属 

 （ふりがな）  

（写真貼付） 

縦４cm×横３cm(上半身

脱帽の写真（無背景）

で３か月以内に撮影し

たもの) 

氏 名  

生年月日 平成   年   月   日        歳 

現 住 所 

郵便番号（    －    ） 

電話 

 携帯 

家族住所 
郵便番号（    －    ） 

電話 

自 己 の 状 況 

学

歴 

高校（     科） 年  月 卒・中退 
最

終

校

部

活 

部 名 
 

短大（     科） 年  月 卒・中退 任 務 
 

大学（    学部） 年  月 卒・中退 
ポ ジ 

ション 

職

歴 

年月～年月 会  社  名 
健

康

状

況

そ

の

他 

健康状態  

～ 
 

身
長 

ｃｍ 
体

重 
㎏ 血液型 型 

～ 
 

胸
囲 

ｃｍ 
ウエ

スト ｃｍ 100ｍ 秒 

～ 
 

頭
囲 

ｃｍ 足 
サイズ ｃｍ 

中or長

距 離 
 ㎞    分 

既

往

症 

年 月 入通院の病名 
入通院 

日 数 
その後の状況 趣

味

・

特

技 

 
懸垂 回 

    握

力 

右 ㎏ 

    
左 ㎏ 

性

格 

長 所    短 所 ス ポ ー ツ 
段

位 

県 大 会 で の 成 績 
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免

許

・

資

格 

種 別 取 得 年 月 日 種 別 取 得 年 月 日 

 
年  月  日  年  月  日 

 
年  月  日  年  月  日 

し

好 

酒     等 煙     草 好  き  な  食  物 嫌  い  な  食  物 
※食物アレル

ギーを有する

者は、本頁備

考欄に具体的

に記載するこ

と。 

飲まない 吸わない   

飲 む 吸 う   

１日   合 １日   本   

動

機

・

抱

負 

消 防 職 員 と な っ た 動 機 今 後 の 抱 負 

  

家 族 の 状 況 

続 柄 氏 名 年齢 勤 務 先 （ 学 校 等 ） 
健康

状態 

同居

別居 
家 族 に 関 す る 特 記 事 項 

       

      

      

      縁

故 

（所属・氏名・続柄） 

       

      

      

      作
成
年
月
日 

令和  年  月  日 

 

氏名           
      

      

備 考 
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身上調書記載要領  

  １ 記載に当たっての注意事項 

本人が自筆で記入し、押印すること。なお、記載内容のうち、所属、氏名等学校運営上必要不可欠な

ものに限り、座席表、学生名簿等として他の入校生又は講師に提供されるものであること。 

２ 各欄の記載について 

年 齢 入校日現在で記入すること。 

現住所 

⑴ 入校日現在で記入し、アパート等に居住する場合は、アパート名等

も記入すること。 

⑵ 電話番号、携帯電話番号は、連絡が取れる番号を記入すること。 

学 歴 
⑴ 学歴は、全て記入すること。 

⑵ 専門学校等の場合は、大学又は短大の欄に記入すること。 

職 歴 
消防本部に採用されるまでの職歴について、その年月及び会社名等を

記入すること。 

健康状態その他 

⑴ 健康状態欄には、現在の状態を良好又は不良と記入すること。 

⑵ アレルギー体質の者は、その旨を備考欄に具体的に記入すること。

特に食物アレルギーの者は、原因物質等についても具体的に記入する

こと。 

⑴ 身長、体重等については調書作成時で記入すること。 

⑵ 100ｍ、中・長距離等のタイムは、記憶している範囲で記入するこ

と。 

既往症 
過去に１週間以上の入院又は１か月以上通院した主な病名を記入し、

その後の状況も記入すること。 

免許・資格 

保有しているもの全てを記入し、記入欄が不足する場合は、欄外に記

入すること。特に、特殊無線技士、救急救命士（見込の場合は、取得年

月日欄に見込と記載すること）、危険物取扱者については、記載漏れの

ないようにすること。 

し 好 飲酒又は喫煙する者は、１日の平均量を記入すること。 

消防職員となった 

動機及び今後の抱負 

職業として消防職員を選択した動機及び今後の抱負を簡潔に記入する

こと。 

家族の状況 

⑴ 本人からみた続柄を記載すること。本人の記載は不要であること。 

⑵ 家族の健康状態が不良の場合、家族に関する特記事項欄にその状態

を記入すること。 

縁故関係 
県職員、市町村職員及び消防職員で縁故関係のある者について記入す

ること。（例 ○○消防署、消防太郎） 

作成年月日 身上調書を作成した年月日とすること。 
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別紙様式 
 

消防本部名 

担   当 

身 体 測 定 表  
Ｎo 氏 名 身 長 体 重 胸 囲 ウエスト 頭 囲 足のサイズ 

１ 
 

㎝ ㎏ ㎝ ㎝ ㎝ ㎝ 

２ 
 

      

３ 
 

      

４ 
 

      

５ 
 

      

６ 
 

      

７ 
 

      

８ 
 

      

９ 
 

      

１０ 
 

      

１１ 
 

      

１２ 
 

      

１３ 
 

      

１４ 
 

      

１５ 
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消防職員初任教育入校生への周知事項  

 

１ 入校期間中の校則の厳守 

校則（岩手県消防学校教育訓練規則第15条）に違反した場合は、その責任の所在を明らかにし、

その旨を所属長に通知するとともに、厳正な措置をとるものであること。 

２ 外出・外泊 

⑴ 外出 

毎週火曜日及び木曜日（門限２１時３０分）とすること。ただし、入校日の属する週及び翌週は

外出を認めないものであること。 

⑵ 外泊 

学校の休講日となる土曜日又は祝祭日の前日の授業終了後の時間から認めること。ただし、教育

訓練、行事等で別に指示する日は認めないものであること。 

外泊からの帰校期限は、授業開始日の前日の２１時３０分までであること。 

３ 持ち込み禁止物品 

次の物品の持ち込みを禁止する。 

⑴ 電気器具。ただし、ヘアドライヤー、電気カミソリ､電池式の小型ラジオ、小型音楽プレイヤー及 

び携帯電話を除く。 

⑵ 火気使用器具 

⑶ 麻雀、花札、各種テレビゲーム機、スポーツ用具及びこれらに類する物 

４ 頭髪等 

⑴ 別紙「入校期間中の学生頭髪等の基準」に従い調髪し、入校すること。 

⑵ ピアスの使用及び持ち込みは認めない。 

５ 運転免許 

運転免許取得のための欠講等は認めないものであること。更新及び交通違反等に伴う事務処理は、

入校前に済ませること。なお、当該手続きが処理出来ない場合は、当該入校生の氏名を本校へ連絡す

ること｡ 

６ 自家用車 

学校への自家用車の持ち込みは、禁止すること。 

７ 授業 

授業日は、土曜日、日曜日及び祝祭日を除き、毎週月曜日から金曜日までであること。ただし、教

育訓練、行事等により土曜日、日曜日及び祝祭日を授業日として他の日を休講日に振替える場合があ

ること。 

８ 身上調書 

身上調書は必ず当校指定の様式を使用し、記載要領を参照のうえ、漏れのないよう記入すること｡  

９ 入校前の留意事項 

⑴ 入校後は厳しい訓練を実施することから、けがや病気に留意するとともに、訓練に耐えられるよ

う体力錬成に励むこと。 

 ⑵ 入校前にけがや病気、交通違反等をした場合は、消防本部の担当者に速やかに報告すること。 
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別紙 

 

入校期間中の学生頭髪等の基準 

 

１ 男子学生 

⑴ 頭髪は横及び後を刈り上げるなど、全体にわたり短めに調髪すること。 

 ⑵ もみ上げの長さは耳孔上端までとすること。 

⑶ パーマ、染色及び脱色は禁止とすること。 

⑷ 眉を細くする等は禁止とすること。   

２ 女子学生 

⑴ 後ろ髪の襟足が制服の襟にかからないこと、横は耳孔が見える程度のショートカ

ットとすること。 

⑵ 化粧等は、華美にならないよう留意すること。 

３ その他 

上記事項について、入校期間中に適宜教官から指導する。 

 



 
様式第１号（第７条関係） 
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推 薦 書 
 

令和  年  月  日 
 

岩手県消防学校長 様 
 

任命権者                   
 
 
下記の者を貴校に入校させたいので推薦します。 

記 

教育訓練の種別 消防職員      教育      科      

所 属 

（ 署 所 ） 

 階 級  

職名（係名）  

（ ふ り が な ） 

氏 名 

 

 

生 年 月 日 

( 年齢 ) 性別 

年  月  日 

（   歳） 男 ・ 女 

住 所 

 学歴（○

で囲んで

く だ さ

い 。） 

高校卒 
大学卒 
その他（     ） 

消 防 経 歴 

階 級 発 令 年 月 日 階 級 発 令 年 月 日 

消 防 士  消防司令補  

消防副士長  消 防 司 令  
消 防 士 長  消防司令長  

消 防 学 校 教 育 
 

の 有 無 

              
              初任教育（   年度／第  期） 

    有                   科   課程（  年度） 
              専科教育      科   課程（  年度） 
    無                   科   課程（  年度） 

              幹部教育      科 （   年度） 

              特別教育      講習（   年度） 

備 考  

※ アレルギーを有する者は、その内容を具体的に備考欄に記入すること。 
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別 紙 

 

研  究  討  議 

 

教育科名 予防総合科 ・ 警 防 科 ・ 火災調査科 ・ 救 助 科  

区  分 情報交換 ・ 製品紹介 ・ 事例紹介 ・ その他(       ) 

所  属  

氏  名  

題  名  

内 容 

 

※ 該当する教育科名及び区分を○で囲み、その他については、具体的に記入すること。 

※ 入校日の２週間前までにメールまたはＦＡＸで提出すること。 



 
様式第２号（第７条関係） 
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推 薦 書 
 

令和  年  月  日 
 

岩手県消防学校長 様 
 
                     任命権者                 
 
 
下記の者を貴校に入校させたいので推薦します。 

記 

教育訓練の種別 消防団員         教育       科 

所 属 消防団 
階 級  

職 名  

（ ふ り が な ） 

氏 名 

 生 年 月 日 

( 年 齢 ) 性 別 

年  月  日 

（   歳） 男 ・ 女 

住 所 
 

職 業  

消 防 経 歴 

階 級 発 令 年 月 日 階 級 発 令 年 月 日 
団 員  副 分 団 長  
班 長  分 団 長  
部 長    

消 防 学 校 教 育 
の 有 無 

 

              
             基礎教育（又は普通教育）（   年度） 

    有                   科     課程（  年度） 
             幹部教育 
 科     課程（  年度）   

 科     課程（  年度） 
専科教育 

    無                   科     課程（  年度） 

             特別教育              課程（  年度）               

備 考  

※ 食物アレルギーを有する者は、その内容を具体的に備考欄に記入すること。 



 30  

別紙様式  

 

推 薦 書 
 

                          令和   年   月   日  

 

 岩手県消防学校長  様  

 

 

                 任命権者  

                  住  所  

                  団体名  

                  代表者  

                  職氏名              

 

  実施要領により下記の者を貴校に入校させたいので推薦します。  

                 記  

 教育訓練の種別  特別教育自衛消防隊員講習  

事 業 所 名  
 

（ ふ り が な ）  

氏   名  
 生 年 月 日  

年齢  

(性別 ) 
  住        所   経験年数・役割 

     

     

     

     

     

 

事業所連絡先  

  担当課     当者職・氏名  電話番号  備  考  

  
   （   ）   

※１  経験年数及び役割（又は職名）の欄は、必ず記入すること。  

 ２  食物アレルギーを有する者は、その内容を具体的に備考欄に記入すること。  
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【昭和49年3月30日規則第20号】 

 

岩手県消防学校教育訓練規則（抜粋） 

 

 （趣 旨） 

第１条 この規則は、岩手県消防学校（以下「学校」という。）において行う消防職員、消防団

 員等の教育訓練（以下「教育訓練」という。）の実施に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

 （教育訓練計画の作成） 

第２条 岩手県消防学校長（以下「校長」という。）は、毎年３月末日までに翌年度の教育訓練

 計画を作成しなければならない。 

 

 （教育訓練の種類） 

第３条 教育訓練の種類は、次に掲げるとおりとする。 

 (1) 初任教育 新たに任用された、又は学校において教育訓練を受けたことのない消防職員に

   対して行う基礎的教育訓練 

 (2) 基礎教育 学校において教育訓練を受けたことのない消防団員に対して行う基礎的教育訓

   練 

 (3) 専科教育 消防職員及び主として基礎教育を修了した消防団員に対して行う特定の分野に

   関する専門的教育訓練 

 (4) 幹部教育 消防職員及び消防団員の幹部に対して行う消防幹部として必要な教育訓練。こ

   の場合において、「幹部」とは、消防職員にあっては消防士長、消防司令補、消防司令及

   び消防司令長の階級にある者を、消防団員にあっては班長以上の階級にある者をいう。 

 (5)  特別教育 前各号に掲げる教育訓練以外の教育訓練で特別の目的のため行うもの。 

 

 （定 員） 

第４条 教育訓練を受ける者（以下「学生」という。）の定員は、 100人とし、各教育訓練ごと

 の定員は、校長が別に定める。 

 

 （教育訓練の教科目等） 

第５条 教育訓練の教科目及び単位時間数は、別表第１から別表第６までのとおりとする。ただ

し、特別教育の教科目及び単位時間数については、校長が編成するものとする。  

２ 幹部教育は、階級により分けて行うことができる。 

３ 校長は、必要と認めるときは、教科目の一部を分科し、又は他の教科目を付加することがで

 きる。この場合において、教育訓練の種類又は科若しくは課程の種別ごとの総単位時間数を下

 回らない範囲内において、教科目別単位時間数を増減することができる。 
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（休講日） 

第６条 次に掲げる日は、学校の休講日とする。ただし、校長は、必要により教育訓練、見学、

 実習、行事参加等をさせることができる。 

 (1) 岩手県の休日に関する条例（平成元年岩手県条例第１号）に規定する県の休日 

 (2) 前号に掲げるもののほか、校長が必要と認める日 

 

 （入校の決定） 

第７条 学生は、市町村の消防長、消防の一部事務組合の消防長、消防団長、市町村長等（以下

 「任命権者」という。）が推薦書（様式第１号又は様式第２号）により推薦した者のうちから、

 校長が決定する。 

２ 校長は、前項の決定をしたときは、当該任命権者に通知するものとする。 

 

 （入 寮） 

第８条 学生は、学校の寄宿舎に入寮しなければならない。ただし、校長の承認を受けたときは、

 この限りでない。 

 

 （ 欠 講 ）            

第９条 学生は、欠講しようとするときは、欠講願（様式第３号）を校長に提出し、その許可を

 受けなければならない。 

２ 学生は、病気その他の理由により７日以上欠講しようとするときは、前項の欠講願に医師の

診断書又は理由書を添付しなければならない。 

 

 （ 退 校 ）            

第10条 任命権者は、学生を退校させようとするときは、退校願（様式第４号）を校長に提出し、

 その承認を受けなければならない。 

２ 校長は、学生が病気その他の理由により所定の教科目を修了する見込みがないと認めるとき

 は、任命権者の意見を聴いて学生を退校させることができる。 

３ 校長は、第１項の規定により退校を承認し、又は前項の規定により退校を命じたときは、当

 該学生の任命権者に通知しなければならない。 

 

 （効果の測定） 

第11条 校長は、教育訓練の効果を測定し、その実績を確認するものとする。ただし、校長がそ

 の必要がないと認めたときは、この限りでない。 

 

 （教育結果の通知） 

第12条 校長は、必要があると認めたときは、学生が所定の教科目を修了した後に、その結果を

 当該任命権者に通知するものとする。 
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 （卒業証書等の授与） 

第13条 校長は、学生が所定の教科目を修了したときは、初任教育にあっては卒業証書（様式第

 ５号）を、その他の教育訓練にあっては修了証書（様式第６号）を授与するものとする。 

２ 別表第６に規定する指揮幹部科に係る前項の規定による修了証書の授与については、その課

 程ごとに所定の教科目を修了したとき及び全ての課程の教科目を修了したときのそれぞれにつ 

いて行うものとする。 

 

（き章の授与） 

第13条の2 校長は、学生が別表第６に規定する指揮幹部科の全ての課程の教科目を修了したとき

は、前条に規定する修了証書のほか、き章（様式第６号の２）を授与するものとする。 

 

（ほう賞） 

第14条 知事は、成績が特に優秀であり、かつ、修習態度が他の模範と認められる初任教育を受

 ける学生に賞状（様式第７号）を授与して、ほう賞することがある。 

２ 校長は、初任教育を受ける学生のうち、成績が優秀であり、かつ、修習態度が他の模範と認

められる者に賞状（様式第８号）を授与して、ほう賞することができる。 

 

 （ 懲 戒 ）            

第15条 校長は、学生が次の各号のいずれかに該当するときは、懲戒処分として、訓告し、又は

退校させることができる。 

 (1) 学校の秩序を乱し、その他学生の本分にそむく行為があるとき。 

 (2) 著しく学習を怠り、成業の見込みがないと認められるとき。 

２ 校長は、前項の規定により懲戒処分を行ったときは、知事に報告するとともに、その理由を

 付して当該任命権者に通知しなければならない。 

 

 （委託教育） 

第16条 校長は、教育訓練に支障がないと認めるときは、市町村の機関等の委託により、消防団

 員、婦人消防協力隊員等に対して委託を受けた内容により教育訓練を行うことができる。 

 

 （教育訓練の特例） 

第17条 校長は、必要があると認めるときは、現地に職員を派遣して、消防職員、消防団員等に

 対する教育訓練を行うことができる。 

 

 （ 補 則 ）            

第18条 この規則に定めるもののほか、教育訓練の実施に関し必要な事項は校長が別に定める。 
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